
(57)【要約】

【課題】バルブのリフト量を精度良く制御できると共に

、低コストで製造することができる可変動弁駆動装置を

提供する。

【解決手段】エンジンの吸気弁又は排気弁をなすバルブ

１０と、バルブ１０を閉弁方向に付勢するスプリング１

１と、スプリング１１の付勢力に抗してバルブ１０を開

弁方向に押圧するカム１２と、バルブ１０に連結された

ピストン１９と、ピストン１９が挿入されるピストン挿

入孔２０から構成される制御室２１と、制御室２１の作

動流体の導入・排出を制御することで、バルブ１０の閉

弁時期を変更する制御機構２４とを備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 エ ン ジ ン の 吸 気 弁 又 は 排 気 弁 を な す バ ル ブ と 、 該 バ ル ブ を 閉 弁 方 向 に 付 勢 す る ス プ リ ン
グ と 、 該 ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に 抗 し て 上 記 バ ル ブ を 開 弁 方 向 に 押 圧 す る カ ム と 、 上 記 バ ル
ブ に 連 結 さ れ た ピ ス ト ン と 、 該 ピ ス ト ン が 挿 入 さ れ る ピ ス ト ン 挿 入 孔 か ら 構 成 さ れ る 制 御
室 と 、 該 制 御 室 の 作 動 流 体 の 導 入 ・ 排 出 を 制 御 す る こ と で 、 上 記 バ ル ブ の 閉 弁 時 期 を 変 更
す る 制 御 機 構 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 制 御 機 構 は 、 上 記 バ ル ブ を 上 記 カ ム の カ ム プ ロ フ ァ イ ル に 応 じ た 閉 弁 時 期 よ り も 遅
く 閉 弁 さ せ る と き 、 上 記 制 御 室 に 導 入 さ れ た 作 動 流 体 の 排 出 を 規 制 し て 、 上 記 制 御 室 に 作
動 流 体 を 保 持 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 制 御 機 構 は 、 上 記 制 御 室 に 接 続 さ れ た 作 動 流 体 タ ン ク と 、 該 作 動 流 体 タ ン ク の 作 動
流 体 を 上 記 制 御 室 に 導 入 す る た め の 第 一 の 作 動 弁 と 、 上 記 制 御 室 の 作 動 流 体 を 上 記 作 動 流
体 タ ン ク に 排 出 す る た め の 第 二 の 作 動 弁 と を 有 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 可 変 動 弁 駆 動
装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 バ ル ブ は 、 上 記 カ ム に よ り 直 接 、 又 は 、 上 記 カ ム に よ り ロ ッ カ ー ア ー ム を 介 し て 押
圧 さ れ る 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か に 記 載 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 制 御 室 は 、 上 記 カ ム 、 又 は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム が 上 記 バ ル ブ を 押 圧 す る 押 圧 点 に 対 し
て 、 上 記 バ ル ブ と 反 対 側 に 配 設 さ れ る 請 求 項 １ か ら ４ い ず れ か に 記 載 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置
。
【 請 求 項 ６ 】
　 上 記 制 御 室 は 、 上 記 バ ル ブ の 軸 線 延 長 上 に 配 設 さ れ る 請 求 項 １ か ら ５ い ず れ か に 記 載 の
可 変 動 弁 駆 動 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 エ ン ジ ン の 動 弁 駆 動 装 置 に 係 り 、 特 に バ ル ブ の 閉 弁 時 期 を 変 更 す る こ と が で
き る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ミ ラ ー サ イ ク ル 化 、 又 は 、 予 混 合 燃 焼 （ Ｐ Ｃ Ｉ 燃 焼 ） に お け る 燃 料 の 着 火 時 期 の 制 御 の
た め に 、 エ ン ジ ン の ピ ス ト ン が 下 死 点 か ら 圧 縮 上 昇 し た と き に 吸 気 弁 が 閉 じ る の を 遅 ら せ
る こ と が 、 有 効 で あ る こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 吸 気 弁 の 閉 弁 時 期 を 変 更 す る こ と が で き る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 と し て は 、 例 え ば 特 許 文 献
１ に 開 示 さ れ た も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 エ ン ジ ン の シ リ ン ダ ヘ ッ ド に 、 カ ム に よ り 駆 動 さ れ る プ ラ ン ジ ャ と 、
上 記 プ ラ ン ジ ャ に よ り 加 圧 さ れ る プ ラ ン ジ ャ 室 に 連 通 さ れ た 吸 気 弁 を 開 弁 方 向 に 押 圧 す る
ア ク チ ュ エ ー タ と 、 上 記 プ ラ ン ジ ャ 室 に 油 圧 を 供 給 す る 油 圧 ポ ン プ と 、 上 記 吸 気 弁 の リ テ
ー ナ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド と の 間 に 設 け ら れ 当 該 吸 気 弁 を 閉 弁 方 向 に 押 圧 す る 油 圧 室 と 、 上 記
プ ラ ン ジ ャ 室 と 油 圧 室 と を 連 通 す る 通 路 に 介 挿 さ れ た 切 換 手 段 と 、 上 記 通 路 の 上 記 油 圧 室
と 切 換 手 段 と の 間 に 接 続 さ れ た ア キ ュ ム レ ー タ と 、 を 備 え た 可 変 動 弁 駆 動 装 置 が 開 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 当 該 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で は 、 吸 気 弁 の リ フ ト 時 に は 、 切 換 手 段 に よ り プ ラ ン ジ ャ 室 と 油
圧 室 と が 遮 断 さ れ て お り 、 カ ム に よ り 駆 動 さ れ る プ ラ ン ジ ャ に よ り 加 圧 さ れ た プ ラ ン ジ ャ
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室 の 油 圧 に よ り ア ク チ ュ エ ー タ が 駆 動 さ れ 、 吸 気 弁 が 開 弁 さ れ る 。 こ の 吸 気 弁 の 開 弁 に 伴
い 加 圧 さ れ た 油 圧 室 の 油 圧 は 、 ア キ ュ ム レ ー タ に 蓄 圧 さ れ る 。 吸 気 弁 の リ フ ト 途 中 に 切 換
手 段 に よ り プ ラ ン ジ ャ 室 と 油 圧 室 と が 連 通 さ れ る と 、 プ ラ ン ジ ャ 室 の 加 圧 さ れ た 油 圧 と ア
キ ュ ム レ ー タ に 蓄 圧 さ れ て い る 油 圧 が 、 油 圧 室 に 供 給 さ れ て 吸 気 弁 を 閉 弁 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ９ ７ ０ ３ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 上 述 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で は 、 プ ラ ン ジ ャ 室 等 に お け る 作 動 油 の 圧 縮 性 に よ
り 吸 気 弁 の リ フ ト 量 が 変 化 す る た め 、 吸 気 弁 の リ フ ト 量 を 精 度 良 く 制 御 す る こ と が 困 難 で
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 上 述 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で は 、 従 来 の カ ム 方 式 の 動 弁 駆 動 装 置 か ら の 変 更 規 模 が
大 き く 、 構 造 が 複 雑 と な る た め 、 製 造 コ ス ト が 上 昇 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 バ ル ブ の リ フ ト 量 を 精 度 良 く 制 御 で き る と 共 に 、 低 コ ス ト で
製 造 す る こ と が で き る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 エ ン ジ ン の 吸 気 弁 又 は 排 気 弁 を な す バ
ル ブ と 、 該 バ ル ブ を 閉 弁 方 向 に 付 勢 す る ス プ リ ン グ と 、 該 ス プ リ ン グ の 付 勢 力 に 抗 し て 上
記 バ ル ブ を 開 弁 方 向 に 押 圧 す る カ ム と 、 上 記 バ ル ブ に 連 結 さ れ た ピ ス ト ン と 、 該 ピ ス ト ン
が 挿 入 さ れ る ピ ス ト ン 挿 入 孔 か ら 構 成 さ れ る 制 御 室 と 、 該 制 御 室 の 作 動 流 体 の 導 入 ・ 排 出
を 制 御 す る こ と で 、 上 記 バ ル ブ の 閉 弁 時 期 を 変 更 す る 制 御 機 構 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す
る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 上 記 制 御 機 構 は 、 上 記 バ ル ブ を 上 記 カ ム の カ ム プ ロ フ ァ イ ル に 応 じ
た 閉 弁 時 期 よ り も 遅 く 閉 弁 さ せ る と き 、 上 記 制 御 室 に 導 入 さ れ た 作 動 流 体 の 排 出 を 規 制 し
て 、 上 記 制 御 室 に 作 動 流 体 を 保 持 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 上 記 制 御 機 構 は 、 上 記 制 御 室 に 接 続 さ れ た 作 動 流 体 タ ン ク と 、 該 作
動 流 体 タ ン ク の 作 動 流 体 を 上 記 制 御 室 に 導 入 す る た め の 第 一 の 作 動 弁 と 、 上 記 制 御 室 の 作
動 流 体 を 上 記 作 動 流 体 タ ン ク に 排 出 す る た め の 第 二 の 作 動 弁 と を 有 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に
記 載 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 上 記 バ ル ブ は 、 上 記 カ ム に よ り 直 接 、 又 は 、 上 記 カ ム に よ り ロ ッ カ
ー ア ー ム を 介 し て 押 圧 さ れ る 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か に 記 載 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 上 記 制 御 室 は 、 上 記 カ ム 、 又 は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム が 上 記 バ ル ブ を 押
圧 す る 押 圧 点 に 対 し て 、 上 記 バ ル ブ と 反 対 側 に 配 設 さ れ る 請 求 項 １ か ら ４ い ず れ か に 記 載
の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 上 記 制 御 室 は 、 上 記 バ ル ブ の 軸 線 延 長 上 に 配 設 さ れ る 請 求 項 １ か ら
５ い ず れ か に 記 載 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 バ ル ブ の リ フ ト 量 を 精 度 良 く 制 御 で き る と 共 に 、 低 コ ス ト で 製 造 す る
こ と が で き る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 を 提 供 す る こ と が で き る と い う 優 れ た 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 の 概 略 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 は 、 ４ バ ル ブ エ ン ジ ン に 適 用 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 実 施 形 態 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 は 、 エ ン ジ ン の 吸 気 弁 又 は 排 気 弁 を な す バ ル ブ （ エ ン ジ
ン バ ル ブ ） １ ０ と 、 バ ル ブ １ ０ を 閉 弁 方 向 （ 図 １ 中 の 上 方 向 ） に 付 勢 す る ス プ リ ン グ （ バ
ル ブ ス プ リ ン グ ） １ １ と 、 ス プ リ ン グ １ １ の 付 勢 力 に 抗 し て バ ル ブ １ ０ を 開 弁 方 向 （ 図 １
中 の 下 方 向 ） に 押 圧 す る カ ム １ ２ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 バ ル ブ １ ０ は 、 そ の バ ル ブ ス テ ム １ ３ に て シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ４ に 昇 降 自 在 に 支 持 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 バ ル ブ １ ０ に は 、 リ テ ー ナ （ バ ル ブ リ テ ー ナ ） １ ５ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 リ テ ー ナ １
５ と シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ４ と の 間 に 、 ス プ リ ン グ １ １ が 圧 縮 状 態 で 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 バ ル ブ １ ０ に は 、 略 Ｔ 字 形 状 の ブ リ ッ ジ （ バ ル ブ ブ リ ッ ジ ） １ ６ が 取 り 付 け ら れ て お り
、 ブ リ ッ ジ １ ６ の 上 部 に 、 ロ ッ カ ー ア ー ム １ ７ が 係 合 さ れ て い る 。 ブ リ ッ ジ １ ６ は 、 シ リ
ン ダ ヘ ッ ド １ ４ に 固 着 さ れ た ガ イ ド ピ ン １ ８ に 昇 降 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 カ ム １ ２ は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム １ ７ を 介 し て バ ル ブ １ ０ を 押 圧 す る よ う に な っ て い る 。 つ
ま り 、 バ ル ブ １ ０ は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム １ ７ を 介 し て カ ム １ ２ に よ り 押 圧 さ れ る よ う に な っ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 実 施 形 態 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 は 、 バ ル ブ １ ０ に 連 結 さ れ 、 且 つ 、 カ ム １ ２ の 押 圧 を 直
接 受 け な い 位 置 に 配 設 さ れ た ピ ス ト ン （ プ ラ ン ジ ャ ） １ ９ と 、 ピ ス ト ン １ ９ が 挿 入 さ れ る
ピ ス ト ン 挿 入 孔 ２ ０ か ら 構 成 さ れ る 制 御 室 ２ １ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ブ リ ッ ジ １ ６ の 上 部 に は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム １ ７ が 挿 通 さ れ る 開 口 が 形 成 さ れ た 門 型 の 補
助 部 材 ２ ２ が 取 り 付 け ら れ て お り 、 補 助 部 材 ２ ２ の 上 部 に 、 ピ ス ト ン １ ９ が 取 り 付 け ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 制 御 室 ２ １ は 、 ハ ウ ジ ン グ ２ ３ 内 に 形 成 さ れ た ピ ス ト ン 挿 入 孔 ２ ０ と 、 ピ ス ト ン 挿 入 孔
２ ０ に 挿 入 さ れ た ピ ス ト ン １ ９ の 上 面 と に よ り 区 画 形 成 さ れ る 。 図 示 省 略 し て い る が 、 ハ
ウ ジ ン グ ２ ３ は 、 シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ４ に 固 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 制 御 室 ２ １ は 、 ロ ッ カ ー ア ー ム １ ７ が バ ル ブ １ ０ （ ブ リ ッ ジ １ ６ ） を 押 圧 す る 押 圧 点 Ｐ
に 対 し て 、 バ ル ブ １ ０ と 反 対 側 （ 図 １ 中 の 上 側 ） に 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 制 御 室 ２ １ は
、 バ ル ブ １ ０ （ ブ リ ッ ジ １ ６ ） の 軸 線 Ｃ の 延 長 上 に 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 実 施 形 態 の 可 変 動 弁 駆 動 装 置 は 、 制 御 室 ２ １ の 作 動 流 体 （ 作 動 油 ） の 導 入 ・ 排 出 を 制
御 す る こ と で 、 バ ル ブ １ ０ の 閉 弁 時 期 を 変 更 す る た め の 制 御 機 構 ２ ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 制 御 機 構 ２ ４ は 、 導 入 ラ イ ン ２ ５ ａ 及 び 排 出 ラ イ ン ２ ５ ｂ を 介 し て 制 御 室 ２ １ に 接 続 さ
れ た 作 動 流 体 タ ン ク （ 作 動 油 タ ン ク ） ２ ６ と 、 導 入 ラ イ ン ２ ５ ａ の 途 中 に 設 け ら れ 、 作 動
油 タ ン ク ２ ６ の 作 動 油 を 制 御 室 ２ １ に 導 入 す る た め の 第 一 の 作 動 弁 ２ ７ と 、 排 出 ラ イ ン ２
５ ｂ の 途 中 に 設 け ら れ 、 制 御 室 ２ １ の 作 動 流 体 を 作 動 油 タ ン ク ２ ６ に 排 出 す る た め の 第 二
の 作 動 弁 ２ ８ と を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 一 の 作 動 弁 ２ ７ は 、 チ ェ ッ ク 弁 （ 逆 止 弁 ） か ら な る 。 チ ェ ッ ク 弁 ２ ７ に お い て は 、 作
動 油 タ ン ク ２ ６ 側 が 入 口 側 、 制 御 室 ２ １ 側 が 出 口 側 と な る 。 チ ェ ッ ク 弁 ２ ７ は 、 制 御 室 ２
１ の 圧 力 が 負 圧 と な る と 自 ず と 開 弁 さ れ 、 開 弁 時 に 作 動 油 タ ン ク ２ ６ の 作 動 油 を 制 御 室 ２
１ に 導 入 す る こ と を 可 能 と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 第 二 の 作 動 弁 ２ ８ は 、 制 御 弁 （ 電 磁 弁 ） か ら な る 。 制 御 弁 ２ ８ は 、 コ ン ト ロ ー ラ ２ ９ に
よ っ て 開 閉 が 制 御 さ れ 、 開 弁 時 に 制 御 室 ２ １ の 作 動 流 体 を 作 動 油 タ ン ク ２ ６ に 排 出 す る こ
と を 可 能 と す る 。 制 御 弁 ２ ８ は 、 Ｎ Ｏ （ ノ ー マ ル オ ー プ ン ） 型 及 び Ｎ Ｃ （ ノ ー マ ル ク ロ ー
ズ ） 型 の い ず れ で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の 作 用 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 の 制 御 弁 ２ ８ は 、 Ｎ Ｃ 型 の も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 バ ル ブ １ ０ を 開 弁 す る 際 、 制 御 弁 ２ ８ を 閉 弁 し て お く （ 図 ３ （ ａ ） 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 バ ル ブ １ ０ は 、 カ ム １ ２ に よ り ス プ リ ン グ １ １ の 付 勢 力 に 抗 し て 開 弁 方 向 に 押 圧 さ れ て
、 カ ム １ ２ の カ ム プ ロ フ ァ イ ル （ カ ム 山 の 形 状 ） に 従 っ て 開 弁 さ れ る （ 図 ３ （ ｃ ） 参 照 ）
。 こ の と き 、 バ ル ブ １ ０ （ ブ リ ッ ジ １ ６ ） に 連 結 さ れ た ピ ス ト ン １ ９ も 、 バ ル ブ １ ０ の 開
弁 方 向 に 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 制 御 弁 ２ ８ が 閉 弁 さ れ て い る と 共 に 、 ピ ス ト ン １ ９ が バ ル ブ １ ０ の 開 弁 方 向 に 移 動 さ れ
る た め 、 制 御 室 ２ １ の 圧 力 が 負 圧 と な り 、 チ ェ ッ ク 弁 ２ ７ が 自 ず と 開 弁 さ れ る （ 図 ３ （ ｂ
） 参 照 ） 。 こ れ に よ り 、 ピ ス ト ン １ ９ の 移 動 に 伴 い 、 作 動 油 タ ン ク ２ ６ の 作 動 油 が 導 入 ラ
イ ン ２ ５ ａ を 通 し て 制 御 室 ２ １ に 導 入 （ 吸 引 ） さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 バ ル ブ １ ０ を カ ム １ ２ の カ ム プ ロ フ ァ イ ル に 応 じ た 閉 弁 時 期 よ り も 遅 く 閉 弁 さ せ る 場 合
（ 遅 閉 じ 動 作 を 行 う 場 合 ） に は 、 カ ム １ ２ が ピ ー ク 位 置 を 過 ぎ て 閉 弁 側 に 移 行 し た 際 に 、
制 御 弁 ２ ８ を 閉 弁 し た ま ま と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 カ ム １ ２ が ピ ー ク 位 置 を 過 ぎ る と 、 バ ル ブ １ ０ が ス プ リ ン グ １ １ の 付 勢 力 に よ っ て 閉 弁
方 向 に 移 動 さ れ る 。 こ の と き 、 ピ ス ト ン １ ９ も バ ル ブ １ ０ の 閉 弁 方 向 に 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 制 御 弁 ２ ８ が 閉 弁 さ れ て い る と 共 に 、 ピ ス ト ン １ ９ が バ ル ブ １ ０ の 閉 弁 方 向 に 移 動 さ れ
る た め 、 ピ ス ト ン １ ９ に よ り 制 御 室 ２ １ に 導 入 さ れ た 作 動 油 が 圧 縮 さ れ て 、 制 御 室 ２ １ の
圧 力 が 正 圧 と な り 、 チ ェ ッ ク 弁 ２ ７ が 自 ず と 閉 弁 さ れ る （ 図 ３ （ ｂ ） 参 照 ） 。 バ ル ブ １ ０
の 閉 弁 時 に 制 御 室 ２ １ が 密 閉 さ れ る た め 、 制 御 室 ２ １ に 導 入 さ れ た 作 動 油 の 排 出 が 規 制 さ
れ て 、 制 御 室 ２ １ に 作 動 油 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ピ ス ト ン １ ９ が バ ル ブ １ ０ の 閉 弁 方 向 に さ ら に 移 動 さ れ 、 ス プ リ ン グ １ １ の 付 勢 力 と 制
御 室 ２ １ の 圧 力 と が 平 衡 し た 状 態 に 達 す る 結 果 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 バ ル ブ １ ０ を 開 弁 状
態 に 保 持 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 そ し て 、 任 意 の タ イ ミ ン グ で 制 御 弁 ２ ８ を 開 弁 す る と 、 ス プ リ ン グ １ １ の 付 勢 力 に よ り
バ ル ブ １ ６ 及 び ピ ス ト ン １ ９ が 閉 弁 方 向 に 移 動 さ れ る た め 、 ピ ス ト ン １ ９ に よ り 制 御 室 ２
１ の 作 動 油 が 排 出 ラ イ ン ２ ５ ｂ を 通 し て 作 動 油 タ ン ク ２ ６ に 排 出 さ れ る 。 こ の よ う に す る
こ と で 、 バ ル ブ １ ０ を カ ム １ ２ の カ ム プ ロ フ ァ イ ル に 応 じ た 閉 弁 時 期 よ り も 遅 く 閉 弁 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 一 方 、 バ ル ブ １ ０ を カ ム １ ２ の カ ム プ ロ フ ァ イ ル に 応 じ た 閉 弁 時 期 に 閉 弁 さ せ る 場 合 （
通 常 動 作 を 行 う 場 合 ） に は 、 カ ム １ ２ の ピ ー ク 位 置 近 傍 の タ イ ミ ン グ で 、 制 御 弁 ２ ８ を 開
弁 す る （ 図 ３ （ ａ ） 中 の 破 線 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 バ ル ブ １ ０ の 閉 弁 時 に 制 御 室 ２ １ が 密 閉 さ れ る こ と が な い た め 、 ス プ リ ン グ １ １ の 付 勢
力 に よ り バ ル ブ １ ０ 及 び ピ ス ト ン １ ９ が 閉 弁 方 向 に 移 動 さ れ （ 図 ３ （ ｃ ） 中 の 破 線 参 照 ）
、 ピ ス ト ン １ ９ に よ り 制 御 室 ２ １ の 作 動 油 が 排 出 ラ イ ン ２ ５ ｂ を 通 し て 作 動 油 タ ン ク ２ ６
に 排 出 さ れ る 。 し た が っ て 、 制 御 室 ２ １ の 圧 力 は 上 昇 せ ず 、 バ ル ブ １ ０ の 閉 弁 動 作 も 従 来
の カ ム 駆 動 式 の も の と ほ と ん ど 変 わ ら な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 要 す る に 、 本 実 施 形 態 で は 、 バ ル ブ １ ０ の 遅 閉 じ 動 作 を 行 う 場 合 を 除 く 大 半 の 領 域
で バ ル ブ １ ０ を カ ム １ ２ の カ ム プ ロ フ ァ イ ル に 従 っ て 動 作 さ せ る よ う に し て い る た め 、 油
圧 で バ ル ブ を 開 閉 す る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 に 比 べ て 、 バ ル ブ １ ０ の リ フ ト 量 を 精 度 良 く 制 御
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 従 来 の カ ム 方 式 の 動 弁 駆 動 装 置 か ら の 変 更 規 模 が 小 さ く 、 油 圧
で バ ル ブ を 開 閉 す る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 に 比 べ て 、 構 造 が 複 雑 と な る こ と は な い た め 、 低 コ
ス ト で 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に は 限 定 さ
れ ず 他 の 様 々 な 実 施 形 態 を 採 る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 例 え ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 バ ル ブ １ ０ が 、 カ ム １ ２ に よ り 直 接 押 圧 さ れ て も 良 い 。 こ
の 場 合 、 バ ル ブ １ ０ に は タ ペ ッ ト （ バ ル ブ リ フ タ ー ） ３ ０ が 取 り 付 け ら れ 、 タ ペ ッ ト ３ ０
と シ リ ン ダ ヘ ッ ド １ ４ と の 間 に 、 ス プ リ ン グ １ １ が 圧 縮 状 態 で 配 設 さ れ る 。 ま た 、 タ ペ ッ
ト ３ ０ の 上 部 に は 、 カ ム シ ャ フ ト が 挿 通 さ れ る 開 口 が 形 成 さ れ た 門 型 の 補 助 部 材 ３ １ が 取
り 付 け ら れ 、 補 助 部 材 ３ １ の 上 部 に 、 ピ ス ト ン １ ９ が 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 制 御 室 ２ １ は 、 バ ル ブ １ ０ （ ブ リ ッ ジ １ ６ ） の 軸 線 Ｃ の 延 長 上 に 配 設 さ れ て い な
く て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 ピ ス ト ン １ ９ は 、 リ テ ー ナ １ ５ 、 バ ル ブ ス テ ム １ ３ 又 は ロ ッ カ ー ア ー ム １ ７ 等
に 取 り 付 け ら れ て い て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 の 概 略 図 で あ り 、 バ ル ブ が 閉 弁 さ れ
た 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 １ の 実 施 形 態 に 係 る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 の 概 略 図 で あ り 、 バ ル ブ が 開 弁 状 態 に 保
持 さ れ た 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は そ れ ぞ れ 、 制 御 弁 の リ フ ト 量 、 チ ェ ッ ク 弁 の リ フ ト 量 、 及 び 、
バ ル ブ の リ フ ト 量 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ４ 】 変 形 例 に 係 る 可 変 動 弁 駆 動 装 置 の 概 略 図 で あ り 、 バ ル ブ が 閉 弁 さ れ た 状 態 を 示 す
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ ０ 　 バ ル ブ
　 １ １ 　 ス プ リ ン グ
　 １ ２ 　 カ ム
　 １ ７ 　 ロ ッ カ ー ア ー ム
　 １ ９ 　 ピ ス ト ン
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　 ２ ０ 　 ピ ス ト ン 挿 入 孔
　 ２ １ 　 制 御 室
　 ２ ４ 　 制 御 機 構
　 ２ ６ 　 作 動 油 タ ン ク （ 作 動 流 体 タ ン ク ）
　 ２ ７ 　 チ ェ ッ ク 弁 （ 第 一 の 作 動 弁 ）
　 ２ ８ 　 制 御 弁 （ 第 二 の 作 動 弁 ）
　 　 Ｃ 　 軸 線
　 　 Ｐ 　 押 圧 点

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(8) JP 2007-303438 A 2007.11.22



フロントページの続き

(72)発明者  田中　恒夫
            神奈川県藤沢市土棚８番地　株式会社いすゞ中央研究所内
Ｆターム(参考) 3G016 AA06  BA03  BA17  CA14  CA16  CA28  DA06  DA22 
　　　　 　　  3G018 AB16  CA19  DA50  DA54  DA57  DA59  FA06  FA08  GA04  GA18 

(9) JP 2007-303438 A 2007.11.22


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

